
の
反
感
も
強
か
っ
た
。
″市
原
で
橋
が
か
か
れ
ば
天
竜
を
■
盆
山
で
せ
き

と
め
て
や
る
方
と
い
う
俗
話
も
で
き
た
。
三
倫
由
と
は
極
――
の
１１‥―
砂
締

の
こ
と
，

初
代
水
神
橋

鉄
線
の
国
■
化
が
は
し
ま
り
宏
価
に
な
っ
た
た
め
軟
線
に
よ
る
部
り

橋
か
ら
″
へ
架
け

ら
れ
は
じ
め
た
。

初
代
の
よ
神
橋
の

■
橋
計
画
が
明
治

三
七
■
八
月
よ
――

は
じ
め
ら
れ
慢
性

か
変
史
の
後
、
明

治
四

一
■

一
■
月

起
■
、
社
長
九
円

九
尺
幅
し
民
、　
一

八
、
七

一
ｔ
円
で

崚
Ｉ
、
四
二
■
門

月
二

一
＝
開
通
式

が
行
わ
れ
た
。
中

央
に
水
神
を
祀
っ

た
鳥
が
あ
り
、
情

二
人
＝
崚
工
す
。
橋
型
プ
ラ
ッ
ト
式
　
鋼
構
造
と
し
て
全
長
二
七
二

人
）暉　
路
面
有
効
幅
員
■ｉ

・
五
属
　
こ
の
総
工
費
二
ｆ
七
、
■
０
六
円

に
し
て
内
橋
梁
資
上
り
九
、
■
一
¨
問
　
取
付
道
路
費

一
七
、
九
九
■

円
着
手
よ
り
竣
■
ま
で
め
日
数
工
■
一
＝
を
要
し
た
り
。
」
と
あ
る
。

ま
た
昭
和
七
年
■
月
二
十
四
日
、
下
久
墜
村
に
召
集
令
状
が
十
二
名

に
来
た
。
そ
こ
で
■
十
六
日
早
朝
吹
雪
め
中
を
開
通
式
前
の
ハ
ッ
ト
ウ

（通
行
■
）
を
と
り
払
っ
て
征
造
に
つ
い
た
人
も
あ
っ
た
。
こ
の
鉄
橋

は
飯
伊
で
一
番
早
く
竣
Ｉ
さ
れ
た
も
の
で
、
次
は
昭
和
七
年
四
月
の
ト

ラ
ス
式
の
明
神
橋
の
開
道
で
あ
っ
た
．

天

竜

川

の

渡

船

一
、
は
じ
め
に

大
竜
川
の
横
の
往
来
は
古
く
か
ら
必
要
に
迫
ら
れ
て
工
夫
さ
れ
て
い

た
に
違
い
な
い
。
河
を
波
過
す
る
と
こ
ろ
を

「波
し
」、
ま
た
は

「渡
つ
」

と
呼
び
、
そ
の
方
法
と
ｔ
て
は
、
彼
渉

・
九
太
又
は
伐

・
進
台

・
綱

・

籠
の
利
用
・
舟

・
橋
等
で
あ
る
が
、
場
所
、
川
の
大
き
さ
、
地
形
、
――キ

代
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。

人
ｔ
川
の
場
合
は
、
上
伊
那
南
部

¨
下
伊
部
で
は
水
兼
も
多
く
、
川

は
鳥
へ
わ
た
り
、
西
の
橋
七
束
の
橋
と
に
―な
っ
て
い
た
。
橋
が
完
成
し

て
平
年
、
四
二
年
九
月
二
Ｏ
Ｈ
の
洪
水
に
よ
り
島
よ
り
西
の
構
が
お
ち

て
し
ま
っ
た
。
途
中
に
あ
る
ピ
ア
ー
の
底
が
水
に
流
さ
れ
ピ
ア
・―
が
倒

れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
や
む
な
く

一
、
■
０
０
円
で
仮
価
を
か
け
、
間
の
水
神
の
書
一

ｌｉ
修
理
資
材
を
壼
く
小
屋
を
た
て
時
‘＝
破
担
し
た
所
を
修
理
し
た
。
■

に
昭
和
七
■
ま
で
は
大
■
故
も
な
く
迪
行
が
で
き
た
。
一樹
縣
れ
防
止
の

た
め
の
設
備
は
充
分
で
な
く
歩
く
た
び
に
橋
が
ゆ
れ
た
。
秋
業
街
通
を

行
く
馬
が
足
を
す
べ
ら
十
て
、
■
す
り
よ
り
踏
み
は
ず
す
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
時
は
知
久
平
の
新
本
離
官
内
豊
治
郎
さ
ん
が
績
助
用
具
を
持

一
て
行
き
引
掲
け
た
〓
そ
れ
を
■
る
た
め
近
所
力
子
供
雄
が
出
掛
け
る

の
が
常
で
あ
「
た
。
大
Ｉ
八
年
■
ム
堅
小
学
校
の
尊
め
遠
足
の
時
、
■

―
あ
「
た
馬
が
僑
枚
を
ふ
ふ
は
ず
し
、
そ
の
所
だ
け
腔
る
■
と
が
出
来

ず
、
付
近
の
人
が
女
■
従
を

一
人
づ
つ
化●
負
っ
て
・支
流
を
蔵
し
て
く
れ

た
．
凛

‥１■
男
子
は
白
分
で
川
を
波
一．
た
。

こ
の
橋
は
人
■
■
年
二
月
、
■
野
県
移
竹
と
な
「
た
．

第

二
代
　
水
神
橋

昭
和
ｔ
■
四
月

一
Ｏ
Ｈ
発
行
の
下
久
堅
時
報
を
転
載
す
る
．

「昭
和
七
年
二
月
二
十
八
日
午
前
■
時
よ
り
本
中
‐‐１‐―
木
課
長
児
工
静
男

氏
知
事
代
＝
と
し
て
臨
席
の
下
に
峡
作
に
誇
り
得
る
わ
が
来
仲
橋
の
附

通
式
が
厳
か
に
■
行
さ
れ
た
。昭
和
二
年
十
月
起
上
、昭
和
七
年
二
月

昭
和
三
六
年
六
月
の
二
六
災
の
折
に
は
、
橋
の
Ｆ
ま
で
■
砂
が
流
れ

て
来
て
、
橋
の
上
に
は
流
本
が
う
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

三
代
目
水
神
橋

昭
和
四
七
年
よ
り
測
量
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
入
月
四
＝
開
通

式
が
行
わ
れ
た
。
田
道

一
■
Ｉ
号
線
の
鉄
橋
で
、
長
さ
三
二
二
米
、
取

付
道
路
五
正
三
米
、
総
■
費

一
、
二
九
九
、
九
七
三
、
０
０
０
円

（約

十
二
億
円
）
で
あ
る
。
天
ｔ
川
の
水
面
か
ら
さ
ら
に
高
く
し
た
赤
塗
り

の
橋
で
あ
る
。
　
　
　
　
（筆
者
　
一Ｔ
躙
・
＝
　
飯
出
市
下
久
墜
南
脈
）

入
■

キ
■
薔
■

釜
薄

興

幅
も
広
い
の
で
冬
の
減
水
期
に
は
■
橋

（板
橋
）
刑
＝
・
■
歩
に
よ
る

渋
河
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
安
金
に
渡
な
に
は
、
■
■
は
そ
れ
に
代
る

方
法
が
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
り

舟
に
よ
る
渡
江
即
ち
「渋
し
舟
」
は
各
所
に
古
い
時
代
か
ら
あ
っ
て
、

そ
の
多
く
は
架
橋
ま
で
、
所
に
よ
っ
て
は
昭
和
の
唄
ま
で
ヽ
波
船
場
」

が
各
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
数
は
、
ど
こ
に
波
船
場
が
あ
っ
た
か
ま
と
め
て
み
た
い
が
、
古

い
時
代
か
ら
継
統
し
て
い
，
所
、
市
＜
は
■
船
場
が
―ぁ―
つ
た‐
が
ヽ
上
下

l・

ll代水神橋 口Iの liは 17ちて,え‖   た,Iの はじめ

咄
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二
、
渡
船

の
は
じ
ま
り

天
竜
川
の
交
通
の
中
で
縦
の
水
運

型通
船
‐．
の
は
し
ま
り
は
江
戸
時

代
前
期
で
あ
る
が
、
横
の
交
通

「波
し
舟
」
は
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。

姓
し
■
の
こ
と
が
文
献
に
初
光
す
る
の
は
下
条
記
で
あ
る
。
文
明
四
年

（
一
四
ｔ
二
）
下
条
古
岡
域
■
が
大
杉
の
九
大
舟
を
作
っ
て
今
日
の
波

し
を
減
り
、
文
水
寺
へ
参
議
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
舟
は
　
十

年
■
使
え
た
が
腐
朽
し
た
の
で
、
延
徳
■
年

一
¨
四
九

一
）
＝
西
の
大

杉
■
舟
を
造
っ
て
今
日
の
波
し
を
波
っ
た
と
あ
り

「波
し
場
」
が
あ
一

た
と
■
ら
れ
よ
う
。

波
っ
た
年
月
―――
が
記
供
さ
れ
て
い
る
も
の
は
理
性
院
の
厳
助

「１１‐―
州

下
向
記
」
で
、
大
文
二
年

（
一
五
三
二
十
五
月
■
三
日
に
■
■
肛
沼
を

波
り
文
よ
■
へ
行
っ
て
い
る
．

一人
文
二
年
■
月
一

十
一
日

晴
　
版
出
二
滞
Ｈ
、
―ｌｊ
原
た
――‐‐―
―
――ｌｌ
工
々
、
人
＝
川
大
洪
水
也
、

波
不
可
之
故
、先
■
巡
■
世
之

以
矢
ｔ
下
向
と
山
「
「
「
コ
「
　
込
事

先
以
■
院

十
二
日
、
晴

白
市
原
迎
共
間
、
則
無
沼
立
　
舟
所
迄
山
林
院
引
■
文
永

■
衆
徒
教
１
人
御
迎
参

Ｌ
あ
る
。
■

一
＝
は
晴
天
で
あ
っ
た
が
増
水
の
た
め
波
れ
ず
十
二
日
に

波
っ
て
い
る
。
東
山
の
連
絡
に
は
矢
文
が
使
わ
れ
、
川
末

（小
川
？
）

ま
で
数
十
人
の
迎
え
が
来
て
い
る
。
則
飢
沼
立
と
あ
る
を

「飯
沼
の
波

人
数
は
、
何
人
乗
り
の
ル
の
大
き
さ
か
、
舟
仲
間
の
数
を
示
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一，波
船
場
」
の
記
録
の
最
初
で
あ
る
。
後
に
御

川
波
と
し
イＬ他
の
波
船
場
よ
り
優
越
性
を
示
す
枝
拠
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
当
時
で
あ
っ
て
も
、　
こ
の
四
か
所
だ
け
で
は
不
使
で
あ
る
か
ら

他
所
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
記
録
は
■
つ
か
ら
な
い
。

日
下
部
先
生
は
、
十人
竜
―――
変
舶
た
」
の
中
で
、
公
用
波
船
場
、
半
公

半
民
的
な
波
し
、
私
設
波
船
場
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
に
従

た
ば
、
高
嶋
の
波

・
今
日
の
波
は
幕
府
と
結
び
つ
く
公
明
波
船
場
、
伊

久
聞

・
知
久
■
の
波
は
領
上
の
保
護
を
受
け
た
■
公
用
波
船
場
で
、
共

に
公
用
船

（御
入
用
）
を

一
般
置
き
、
公
サーー
の
ほ
か
往
来
の
舟
渡
し
を

勤
め
て
い
た
。
交
通
景
の
多
い
所
で
は
、
こ
の
公
用
船
だ
け
で
は

一
般

庶
民
の
往
来
に
事
欠
く
た
め
、
村
持
舟
も
必
要
で
官
民
併
設
の
■
船
場

と
な
り
、
公
用
■
と
私
設
舟
が
発
着
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

今
田
の
波
の
公
用
船
が
幕
府
の
都
合
で
中
止
に
な
っ
た
後
、
元
禄
■

四
年

（
一
七
〇

一
）
南
山
郷
百
姓

一
岡
か
ら
次
の
嘆
順
書
が
出
さ
れ
て

い
る
。年

恐
以

日
■
■

御
訴
訟
中
止
候
事

万
年
二
左
術
開
様
御
代
常
所

偏
州
伊
奈
郡
簡
山
領

名
ｉ
百
姓
共

一　
今
日
付
波
船
長
七
蘭
横
七
尺
之
船
壱
艘
、
先
年
６
御
公
債
様
御
入
用

し
」
と
す
れ
ば
、
渡
船
場
の
記
儀
と
し
て
は
貴
重
な
史
料
と
な
る
。

こ
の
折
の
飯
沼
の
波
し
が
ど
の
辺
り
で
あ
っ
た
か
知
る
由
も
な
い

が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
を
通
し
て

「飢
濯
の
波
し
」
の
名
は
出
て
来

な
い
。
も
し
そ
の
頃
に

「伊
久
間
　
知
久
平
の
波
し
」
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
販
田
か
ら
南
原
へ
の
コ
ー
ス
に
し
て
は
飯
沼
悧
り
は
遠
道
に
な

る
わ
け
で
、
ま
だ
伊
久
問

・
知
久
平
の
波
し
が
無
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
ぃ

ユ
彙
街
道
の
古
い
コ
ー
ス
は
小
川
で
は
と
諭
考
さ
れ
イ
十
沢
清
ん
説

に
よ
ね
ば
、　
■
の
街
道
筋
に
あ
た
る
位
置
に
古
い
波
船
場
が
あ
っ
た
キ

ー，
う
な
づ
け
る
か
ス
飯
沼
立
と
あ
る
点
に
疑
義
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

今
川
の
に

一正
保
の
絵
図
で
は
‐――
侵
一
か
飯
沼
の
波
が
下
伊
那
で
は

最
も
占
い
も
の
■
思
わ
れ
る
．
占
く
か
ら
下
伊
那
の
中
心
が
取
則
に
あ

っ
た
と
考
え
れ
ば
、
必
要
に
迪
ら
れ
て
各
所
に

「減
し
」．
は
あ
っ
た
笹

で
あ
る
。

脇
坂
氏
の
時
代
　
Ｉ
保
頃
の

「Ｆ
州
伊
那
郡
之
綸
図
」
に
ょ
れ
ば
、

人
竜
川
に
は
辰
野
の
平
出
橋
・箕
輸
の
本
下
の
橋
が
記
載
さ
れ
、
高
嶋
・

伊
久
聞

・
知
久
平
　
今
出
の
円
か
所
に
舟
の
絵
が
書
か
れ
、
大
々
次
の

記
録
が
あ
る
，

（喜
　
嶋
）
葛
嶋
プ
■
波
シ
　
拾
五
六
人
ノ
船

一
般
有

（伊
久
闘
）
伊
久
間
舟
渡
シ
　
一
・ｆ
一
十
人
之
舟
せ
般
有

（知
久
平
）
（記
録
な
し
）

（今
　
田
）
時
候
ノ
舟
波
シ
　
拾
五
六
人
ノ
舟
七
般
有

薇
レ下
置
丼
船
頓
給
高
式
石
人
十
九
升
四
介
、
同
村
高
之
内
二
而
御
引
被

下
置
、
市
岡
理
左
衛
門
様
■
■
崎
二
郎
兵
術
様
・滝
野
十
右
衛
門
様
御

代
官
所
之
節
以

御
入
用

右
之
船
四
度
御
造
誉
被

仰
付

澁
船
仕
来
中

候
所
、
七
年
以
前
亥
之
年
悉
ク
朽
損
往
選
難
レ
成
御
座
候

二
付
、
御
ｔ

誉
イ
本

願
上

供
所
、
通
中
御
本
行
様
御
支
配
之
外
脇
海
こ
は
、
御
入

川
不
レ■
・下
＝

候̈
山

二
而
船
頭
綸
之
儀
も
御
年
賞
地
二
被
・仰
付

迷̈
惑

至
極

二
本
存
候
、
布
波
船
之
儀
南
山
領
二
十
五
ヶ
村
之
者
共

■
限
不
レ

中
　
伊
奈
郡
中
之
者

ハ
不
レ及
・中
■

、
京

・
大
阪

・
美
澁
　
路
張

・
■

河

遠
江
之
諸
商
人
通
行
仕
候
、
殊
更
南
山
領
村
々
ぢ
堀
大
＝
守
様
御
領

分
散
田
町
へ
朝
晩
迪
路
１‐１‐‥
、
諸
色
売
買
御
年
■
繕
申
使
故
、
船
頭
無
〓御

嗜

候
面

ハ
迪
路
留
り
迷
惑
仕
候

二
付
、
依
之
右
之
波
船
壱
投
並
船
頭

綸
共

二
、
南
山
領
村
々
と
し
て
七
年
以
前
ツ
ノ
年
お
只
今
迄
繕
中
使
得

共
、
二
　
四
年
間

二
修
批
勿
論
、
七

・
八
年
廻
リ

ニ
は
造
督
不
レ
中
候

得
は
罷
成
不
レ中
候
、
村
々
之
磁
氏
十
五
年
以
前
じ
′
■
，
一
＝
大
‐郎
左

術
門
様

・
鳥
山
■
之
助
様
御
立
金
、
御
検
地
入
Щ
畑
■
沖
下
位
直
リ

ニ

而
出
高
多
ク
罷
成
、
供
上
拾
七
年
以
前
Ｌ
ノ
年
大
側
千
二
而
■
珈
悉
■

損
仕
Ｉ
姓
共
連
々
困
窮
仕
、
御
年
■
切
二
■
済
ｔ
来
凛
越

手
漸
上
納
仕

候
体

二
御
座
候
所
、
右
渡
船
船
敷
給
村
々
‘
搭
立
中
犠
付

‐共
迷
惑
三
極

二
奉
レ■
候
、
御
慈
悲
御
公
儀
様
御
入
用
被
レ下
置
並
船
頭
給
高
共
々
＝
々

之
適
御
引
被
，海
レ下
置
僕

ハ
ヽ
、
難
右
可
」棒
レ■
佐
、
以
上
、

万
年
二
左
衛
潤
様
御
代
官
所

Ｎ
寄
舗
百
肛
０
叶
繭
蒲
”
ざ
汁
耐
＝
Ｓ
〔
）
・
端
寄
詰
蝋
＝
０
響
騨
ウ
弾

赫
理

・
円
爾
＝
ヽ
（
叶
針
τ
輌
ゆ
う
い
０
舛
ヽ
。
回
日
回
ゆ
国
珊
盤



峠
書
詰
百
肘
０
叶
繭
蒲
哄
ざ
汁
耐
＝
Ｓ
〔
■
。
咄
書
琳
球
♯
〇
摯
製̈
ゝ
針
専
苦
■
´
市
響
　
円
前
＝
サ
（
叶
け
τ
飾
少
う
伊
せ
丼
ヽ
つ
回
時
回
”
国
珊
器



端
奇
詰
石
榊
０
¨
繭
蒲
”
ざ
汁
耐
＝
ヾ
（
）
。
端
寄
詰
峠
＝
Ｏ
Ｗ
部
ゝ
¨
■
ヽ
Ｒ
ソ
飾
蝉

・
日
前
＝
ウ
（
叶
針
τ
輌
ゆ
サ
き
も
”
■
）
回
円
画
ゆ
因
珊
器


